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 第２章では、ポリスチレンの体積分率が 0.5 以上の領域におけるポリスチレン—ポリ
イソプレンジブロックコポリマーにおいて、アニオン重合法によるポリスチレンの体
積分率の精密制御による Fddd 構造の斜方晶の創製について述べている。ポリスチレン
の体積分率が 0.615 から 0.633 の範囲において精密に制御された 5 種類の試料を作成し、
小角 X 線散乱法および透過型電子顕微鏡法によりそのミクロ相分離構造を観察した結
果、ポリスチレンの体積分率が 0.627 から 0.630 の極狭い領域で Fddd 構造を発現する
ことを見出した。この Fddd 構造が長時間の熱アニール処理後においても安定に存在し
ていること、およびラメラ−Fddd 間での熱可逆性があることを確認することによって、
ポリスチレンの体積分率が 0.5 以上の領域において Fddd 構造の相が存在しているとい
うことを確認した。また、ポリスチレンとポリイソプレンのセグメントの非対称性と
熱的ノイズの影響により、ポリスチレンの体積分率が 0.5 以上の場合の Fddd 相の領域
は 0.5 以下の場合に比べて小さくなることを明らかにした。  




0.008 から 0.041 までの範囲で添加した 5 種類の混合系を作成し、小角 X 線散乱法によ
りミクロ相分離構造の温度依存性を観察した結果、混合系におけるポリイソプレンの








ン重合法によって数平均分子量 240,000 のポリスチレンに数平均分子量 18,000 のポリ  
 
 2 





















い、SID を自己組織化させ、そのミクロ相分離構造を小角 X 線散乱法により観察した。
その結果、混合比率を変化させることで同一 SID 試料から球、シリンダー、ラメラ、
OBDD、およびジャイロイドの多様な構造が発現することを見出した。  
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１． ポリスチレンの体積分率が 0.5 以上の領域におけるポリスチレン—ポリイソプ
レンジブロックコポリマーにおいて、体積分率を精密に制御することによっ








高 密 度 な グ ラ フ ト 鎖 に す る こ と に よ っ て Ordered Bicontinuous 
Double-Diamond(OBDD)構造を発現させることに成功し、ブロックコポリマーの
１次構造の制御によるミクロ相分離構造の制御が可能であることを示した。  
４． ポリスチレン —ポリイソプレン —ポリジメチルシロキサントリブロックコポリ
マー (SID)においてシリンダー構造から OBDD 構造への二段階相分離をへるこ
とによって非平衡構造である OBDD 構造を発現させることに成功し、二段階相
分離がネットワーク構造の制御に有効であることを見出した。  
５． 混合溶媒を用いたキャスト法において溶媒の混合比率を変化させることで、同
一の SID 試料から球、シリンダー、ラメラ、OBDD、およびジャイロイドの多
様な構造を発現させることに成功した。  
 本論文は、ブロックコポリマーの自己組織化を用いたナノメータースケールでのネ
ットワーク構造の制御法において、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よ
って、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２
８年２月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行い、申請者が博士後
期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
